
さまざまなステークホルダーに
対する責任を負っていることを
認識し、経営の透明性の確保と
組織内の公正性を追求します。

ガバナンス・
コンプライアンスの強化

TOYO TIRE

7
エンゲージメントポリシー

事業の社会に与える影響を認
識し、将来にわたってステーク
ホルダーとともに地球の豊か
な恵みを分かち合います。

地球環境への
貢献2

エンゲージメントポリシー

面談（コミュニティ、NGO/NPO）
アプローチ例

多様化する社会課題に対して
サプライチェーン全体で取り
組み、ともに持続可能な調達
を実現します。

取引先との協働4
エンゲージメントポリシー

説明会、アンケート、相談窓口、
ミーティング

アプローチ例

企業活動を通じて人権尊重責
任を全うし、全てのステークホ
ルダーが多様な価値観のもと
で活躍できる社会を目指しま
す。

人権と多様性の
尊重3

エンゲージメントポリシー

アンケート、面談（NGO/NPO）、
労組協議、相談窓口

アプローチ例

全てのステークホルダーに対
する企業の責任として、企業
活動における安全・安心を確
保します。

安全で健康的な
職場づくり6

エンゲージメントポリシー

社内委員会、労組協議、相談窓口
アプローチ例

ステークホルダーとの対話と
協働により、当社グループの
リソースを生かした社会課題
の解決と地域の発展を目指
します。

地域社会との
共生5

エンゲージメントポリシー

面談（コミュニティ、NGO/NPO）
アプローチ例

従業員
共同研究者/開発者
お取引先
顧客

従業員

お取引先
地域社会

地域社会
地球環境

地域社会
地球環境
顧客

従業員
地域社会
お取引先

事業環境の変化や社会ニーズ
に対応し、ステークホルダーの
期待や満足を超える感動や驚
きを生み出します。

製品・サービスの
信頼と革新1

エンゲージメントポリシー

アンケート、満足度調査、相談窓口、
ミーティング

アプローチ例

直接的に関与する
ステークホルダー

間接的に関与する
ステークホルダー

・株主/投資家 ・債権者 ・地域社会 
・NGO/NPO ・行政 ・業界団体

株主総会、Web媒体等での情報開示、
アンケート、面談（投資家、アナリスト）

アプローチ例

T O Y O  T I R E の サ ステナビリティ推 進（ 沿 革 ） T O Y O  T I R E の ステ ー クホ ル ダーエンゲ ー ジメント

　当社グループは、バリューチェーンの各段階において直

接的にあるいは間接的に影響が大きいステークホルダー

を特定し、ステークホルダーの皆さまの評価や意思決定に

対する影響を考慮して、優先課題の検討を行っています。

また、ステークホルダーの皆さまとのエンゲー

ジメントの機会を通じて、当社グ

ループに関する情報を正確に、明瞭に発信することで説明

責任を果たすよう努力しています。さらに製品、サービスを

提供するだけではなく、仕事一つひとつを通じて、満足を

超える感動をお客さま（お取引先）や顧客（消費者）にお届

けできているかを確認しています。

重点テーマ 2020年のあるべき姿

高い品質と安全性をベースに、環境にやさしい製品・サービスを提供している

グループ全体で環境経営を推進している

国際的な人権意識のもと、多様な人材が活躍している

サプライチェーン全体でCSRに取り組んでいる

ステークホルダーの声に耳を傾けながら、地域社会の発展に貢献している

安全を最優先に、安心して働ける職場づくりに取り組んでいる

常に経営の透明性向上を図りながら、誠実な事業活動を実践している

1.製品・サービスの信頼と革新

2.地球環境への貢献

3.人権と多様性の尊重

4.取引先との協働

5.地域社会との共生

6.安全で健康的な職場づくり

7.ガバナンス・コンプライアンスの強化
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2014年 

2017年 

基本方針を策定

TOYO TIREのサステナビリティに必要な優先課題を抽出

2018年 サステナビリティ推進ワーキンググループ（WG）の設置

2019年 人権・労働に関するグローバル方針を策定
腐敗行為・贈収賄行為の防止に関するグローバル方針を策定
CSR調達ガイドラインを改定（天然ゴム調達方針を策定）
TOYO TIREのSDGs(2030年のあるべき姿)を策定　※P9-10参照  
国連グローバル・コンパクトへ署名

7つの課題(重点テーマ)と達成イメージ(2020年のあるべき姿)を特定

TOYO TIREは、一人ひとりが社会との「つながり」を意識して行動し、
人と社会に求められる企業であり続けます。

●気候変動への対応
●人権・労働、腐敗防止への対応
●持続可能な調達責任への対応
●TOYO TIREのSDGs(2030年のあるべき姿)の策定および達成

事業環境の加速度的変化→新たな社会的課題の顕在化2014年～2017年

経営会議 サステナビリティ
推進WG

※統括：コーポレート
統括部門管掌

※事務局：経営基盤本部

SDGsWG

環境WG

人権・労働WG

サプライチェーンWG

各拠点関連部門

グループ会社
関連部門 連携

CSR方針

※一部機関名称は2020年4月末時点の名称
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